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序章 実践型人材養成システムの概要   

人口減少社会を迎えるなか、景気・雇用の回復を、やがてわが国の経済社会を担う数少  

ない若者の能力開発につなげていくことが重要である。特に現場力の衰退が指摘されつつ  

あるなかで、現場の中核を担う人材の育成・確保のため、若者を現場へと導き、実践的な  

教育訓練を実施するシステムの構築が喫緊の課題であるとして、平成18年に「実践型人  

材養成システム」の構築を盛り込んだ職業能力開発促進法が改正された。   

しかし教育訓練機関が主体となった体制では、企業のニーズにはこたえづらいという問  

題から、「企業が主体」となった新規学校卒業者を主たる対象者とした「教育訓練機関に  

おける自社のニーズに即した学習」と「みずからの企業における雇用関係の下での学習（O  

JT）」とを組み合わせて行う新たな職業訓練（実践型人材養成システム「実習併用職業  

訓練」）が法律で位置づけられた。  

1）実践聖人材養成システムとは  

このシステムは「企業が主体」となり「新規学卒者」を主たる対象として、rみずか   

らの企業における雇用関係の下での実習（OJT）」と「学校訓練機関における自社の   

ニーズに即した学習（OFF－JT）」とを組み合わせて行う、新たな実践型の訓練シ   

ステムである。  
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緊何らかの公的資格の  

取得が必要。  
厚生労働大臣の認定を受けます  

2）認定のための要件  

・訓練期間は6カ月以上2年以下であること（社団法人全国老人保健施設協会（全老  

健）のモデル事業では6カ月閤）  

・給訓練時間は、訓練期間1年当たり850時間以上であること  

・総訓練時間に占めるOJTの時間数の割合は、2割以上8筈似下であること  

・対象者は、新たに雇い入れる15歳以上35歳末滞の着であること（全老健のモデ   



ル事業では平成20年4月1日の採用）   

・訓練の終了時に客観的かつ公正な方法で職業能力を評価すること  

3）実践型人材養成システムのメリット   

（1）若者育成に積極的な施設であることのPRが可能となる  

厚生労働省の認定を受けると、募集広告等に「認定実践型人材養成システム」と  

表示することができます。これにより、若者の人材育成に積極的な企業であること  

の評価を得て、優れた人材の確保、定着等の効果が期待できます。   

（2）各種支援制度（助成金等）を活用することにより、訓練にかかる負担を軽減で  

きる  

実践型人材養成システムを実施するとともに、各種支援制度の手続きを行い、要  

件を満たした場合に、助成金等の支援制度を活用することができます。   

（3）施設が求める現場の中核的人材の育成・確保が可能となる  

実践型人材養成システムでは、仕事の興味や問題意識を喚起しながら理論面での  

学習に取り組ませつつ、現場の生きた技能・技術を習得させることにより、実践的  

かつ体系的な能力を備えた人材の育成・確保が可能となります。   

（4）計画的な技能の継承が可能となる  

実施計画の策定や教育訓練機関を通じて、介護分野での専門家のアドバイスが得  

られることにより、施設に必要な技能の継承を計画的に行うことができます。   

く5〉 介護サービスの貢が向上する  

就業者のキャリアアップによる技術の向上が、ひいては介護サービスの質の向上  

を招き、利用者の満足度を高めます。  

全老健では介護学校の数も少なくなり、専門性を有した人材の確保は一段と厳しくなっ  

てきているいま、介護福祉士をはじめ有資格者の確保に各施設においての独自の取り組み  

が必要となってきている背景から、実践型人材養成システムを介護に応用することで、介  

護を担う人材を育成するシステムの構築を行うべきとして平成20年本事業を行った。  

第1章 本事業の目的と概要  

1．実施事業の目的  

平成20年度実践型人材養成システム普及のための地域モデル事業（訓練実施事  

業）は、次の①～⑤に掲げる事業を実施し、介護職員の養成にあたり、実践的な職  

業訓練に取り組む介護老人保健施設における先導的モデルづくりを進め、その結果  

を全国の介護老人保健施設に普及する等を目的とする。  

2．事業の概要  

（1）事業の内容  

①訓練施設における訓練実施状況の把握、訓練実施企業に対する訓練実施に係る  

助言等  

訓練実施施設から月ごとに、訓練の実施状況について報告を受けるとともに、  

訓練実施施設の必要に応じ助言を行う。  

②訓練実施施設からの好事例・改善点等の収集  

訓練実施施設に対し、毎月実施したOJTについて、好事例、課題や改善点が  

あれば報告してもらい、好事例t改善点等の収集を行う。  

③訓練実施施設における訓績中間点または訓練終了時の能力評価の実施状況把握  

訓練実施施設における訓練中間時点（7月）と、能力評価終了後（10月）に検  

討会を開催し、実施施設訓練担当者を招集し、実践型人材養成システム実施状況  

を発表してもらい、実施状況を把握するとともに、訓練実施施設どうしの情報交  

換を図る。  

④平成19年産までに策定された訓練カリキュラムや能力評価マニュアルの等の検  

証・改善  

毎月の訓練実施施設からの報告とOJT終了時に使用する能力評価マニュア  

ル課題や改善点に関する報告を基に、検討会を開催し訓練カリキュラムや能力評  

価マニュアルの改善を行う。  

⑤事業報告書の作成  

平成20年度に実施する本モデル事業の好事例を記載するとともに、訓練カリ  

キュラム、能力評価マニュアル改善版およびOJTの手引きを掲載し、実践型人  

材養成システムに初めて取り組む施設にも参考になる報告書を作成し、会員施設  

に配付するとともに、都道府県支部から担当者を集め、平成20年度実践型人材  

養成システム普及のための地域モデル事業の報告会を行い、実践型人材養成シス  

テムの普及に寄与する。   



3．教育訓練実施の詳細   

（1）教育訓練実施予定表  

（2）事業を行う場所   

①社団法人全国老人保健施設協会   

②財団法人介護労働安定センター東京支部および福岡支部   

③本事業に参加する会員施設   

④事業班等を開催する公的施設もしくはホテル等  

（3）スケジュー／レ  



生活援助の目的及び繍能と基本原則、生活接助の方法、生  4  
活援助l＝おける自立支援、高齢者及び障害者（児）と兼暮、食  
生活のあり方、調理方法の基本的な理解、高齢者及び障害者  
（児）への調理技術、糠尿痍及び高脂血症専に対する特別  
食、食品の保存t理、ゴミの始末、肌理馨具及び食議書の衛  
生管理、高齢者及び陣青書（児〉と被臆、快iな室内環境と安  
全管理  

相談け肋とケア計画の方法   ケアマネジメントの視点と方法、介護保険制鹿における居宅介  4  
性支援の理解、相談援助の目的及び機能と暮木原則、情報  
の収1とニーズの発見、業務lこおけるケア計画の方法、緩肋  
内容の見直しの視点と手続き  

学                             医掌の暮囁知樟l  日常的な病気の暮礎知杜と予防・対処方法、線上チェックとバ   3  
イタルサイン、高齢者に多い訴ぇとその対処方法、感染症の  

科  理解と予防  
在宅雷樟の暮礎知比Ⅰ  身体の観察、薬の飲ませ方と保t、医療由な如薗   3  

リハビリテーション医療の基礎知雄  リハビリテーション医療の意暮と役割、リハビリテーション医療  2  
の概要、訪問リハビリテーションスタッフとの連携の進め方  

介護老人保健施設の基礎知識  一介撞老人保健施腰の理念と役割をはじめとする介捜老人保  10 

実  僅施粒の施放での介性の暮礎的事項の再確認並びにOJTと  

践  OFF－JTを実施する意暮の再確認  

型  
・ ；：＝－ ＝  

人 材  のディスカッション  
成  
シ  腰痛の予防等援助者の健康書理、移動・歩行の介護 他   6  

ス  
テ ム  ベッドメーキングの方法、衣服・着脱の介護 他   8  

の  
基本介護技術 3   身体の清潔、入浴の介護 他   ¢  

排泄・尿失禁の介護 緊急時対応法 他   ¢  

食事の介護、介護の心檎え（まとめ）   6  

漬 菅   
術   のサービス提供自橿の設定と訪問介護計画の作成」己録の  

暮き方、サービス提供責任者への報告・相鰊のしかた、事例  
等  報告のまとめ方  

レクリエーション体験掌習   レクリエーションの視点とプログラム、高齢者及び陣富者を対  3  

介護保険施設サービス提供現場での実習の視点、介雄老人   
保健施設について  

ホームヘルプサービス同行訪問  同行訪問の視点、利用者のニーズに対応したサービスの撞供   

在宅サービス提供現場見学   在宅サービス提供現欄での実習の視点、適所リハビリテー   
ションについて  

演習計 72時間  
OFF－JT（教書訓織機関〉小計148時間  

践聖人材養成システム合計 830時Ⅶ   たとするレクレーションの体験亨習     介護実習    18               8         8                    実  

（2）教育訓練実施カリキュラム  

教育訓練カリキュラム   
訓練コース名  介穫老人保健施戯介護犠養成コース   

書籍名又は教科名  暮務又は教科の内容   時Ⅶ  

介護老人保健施設介護技術1   介護老人保健施投の概要の理解と介護の暮本草勢の習得  35  

介護老人保せ施股介護技術2   生活の壌としての療養環墳を整える意暮の埠解と益雄的なⅡ  105  
掩介護（移動、食事、練乳更衣、入浴等）の体事  

介捜老人保健施設介撞技術3   105             ヰ鮭と自立責新視点からの直接介撞（移軌食事、排泄、  
更衣、入浴等）の体躾  

0                                         介雄老人保線施儀介は技術4   認知症利用者の理解と基礎的な直接介（移動 食、  105  
泄、王衣、入浴讐）技術の習得及び羊の服用の方法、副作用  

T  壬ナ一食．■′の日月係の】軍艦  
介護老人保健細腰介護技術5   ケアフラン、チームケア、多職種連欄の暮手性を理解した上で  105  

の基礎的な直捷介護（移動、食事、排泄、更衣、入浴等）の習  

介護老人保健施設介護技術6   縞と緊急鮪射庄；の環」騒       絆価時点での追指導項目やOJT実施期間暦ヰり追ってのフナ  35  

ローアップ  

OJT計 490時間  
福祉理念とケアサービスの意義  QOLの向上、ノーマライゼーション、自立支援など各分野lこ共  3  

通する主流理念  
サービス提供の基本視点   暮かな人間観、他者理解と共感、自立支緩、利用者の自己決  

定   
高齢者保健欄祉の制度とサービス  高齢者保健福祉の背景と動向、高齢者保儀欄祉の制度と   

実  サービスの理解、医療福祉・年金・生活保雄制度、住宅施策   
3！  

践  その他高齢者保健福祉に関する制度及び施策、高齢者及び   
型  障書者の人権擁護システム  

人 材  障害者（児〉褐祉の制度とサービス  障害者福祉の理念と原則、障害とはなにか、陣書者の実態と  3  

兼  
障害別特徴、障害者（児）福祉の背景と動向、降着者（児）福  

成  
祉（身体陣書、知的庫書、精神陣書、難病）の制度サービス  

シ  ホームヘルプサービス概論   ホームヘルプサービスの社会的役割、ホームヘルプサービス  3   
ス  の制度と集輝内容、介護サービス情報の公漉、巡回ホームヘ   
テ  ルプサービスの理解、チームケアの必手性と電解、地域包括   
ム  

座   
支援センター等の関連機閲との連携、近隣、ボランティアとの   

羊 讐   
容  

凛撫  
祉業樺従事者としての倫理、サービス提供における利用者の  

攣  人権の手工、プライバシーの保護尊  

洋書・疾病の理解   8  

F  科  神障害、脳性麻痺及び脊髄損傷軌－よる肢体不自由、知的  
、てんかん、         、－、   な の  

J  内臓障書、高血圧、嶺尿病、介護保険制度における特定疾病  
T  の】8署  

高齢者、障書手（児）の心理   高齢者、障害者（児）の心理   3  

高齢者、障害者（児）等の手旗の理解  書族の役割と機能、高齢者及び障害者（児）の書抜のストレ  3  
ス、手旗に対するアセスメントの方法、書抜とのコミュニケー  
ションと援助、一人親家庭の理解  

介雄概論   介護の目的及び捜能と基本原則、介護二一ズと基本的対応、  3  
在宅介捜におけるリハビリテーションの視点、リハビリテーシヨ  
ン介護とは、介護者の健康管理、ターミナルケアの考え方  

介護事例検討   高齢者介護の特徴と留意点、障害者介捜の特徴と留意点、陣  4  
書児介護の特徴と留意点  

住宅・楕祉用よに関する知識   生活行動と生活空瀾、在宅介護における住宅の役割と機能、  4  
快適な室内環境、防災等の安全管理、住宅改欄のポイントと  
事例、福祉用長の役割と利用に関する知雄、主な福祉用具の  
種類と機能・使用法に関する知性、介護保険欄度上の福祉用  
異貸与・加入暮   

※OJT詳細カリキュラムは別紙参照   
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・助成金が当初は中小企業の分類であったのに、大企業の分類にされ減額された。  

⑦G施設  

・カリキュラムどおりに進まず、プリセプター業務も十分にできなかった。  

・浮き沈みがあり、モチベーション維持などに難しさを感じた。  

・資格なしの採用は初めてで、プログラムの見直し（レベルダウン）が必要に感じた。  

⑧H施設  

・採用した5人のうち1人が対象で、ヘルパー取得のためすぐ抜けることになってしま   

ったので、本人が苦労したのではないか。現場の主任がフォローしてくれていた。  

第2章 訓練実施施設におけるヒアリング結果   

1．訓練実施施設における訓練実施状況   

①A施設   

・精神的に弱い者が多かった（後にわかったことだが、3人は入職前から通院していた）。  

面接やメールでかなりの時間を要してフォローしたが、4人脱落（5人中）。精神的フ  

ォローの難しさを感じた。残った1人は、他の職員との関係もよく、利用者ともよく  

コミュニケーションをとって楽しく仕事をこなしている。  

②B施設   

・女性2人（15歳、16歳）を採用したが、4月から入った介護福祉士3人が2人を指  

導するようなかたちでうまくやっている。  

③C施設   

・カリキュラムどおり進まず、精神的ストレスもあったようだが、フォローするだけの  

信頼関係も構築され、いまでも明るく元気にやっている。  

④D施設   

・3人（25歳男性、22歳女性、18歳）の年齢のバランスがよかったのか、25歳男性  

が2人の世話をよく見てくれた。しかしすぐにヘルパー2級の講座が始まり、離れ離  

れになってしまったのが残念。施設長がフットサルを活用して仲間づくりを促進した。   

・9月を終え、対人関係に不安のある22歳女性だけ非常勤。あとは常勤として頑張っ  

ているが、大事に育てようとしすぎたのかもしれないと反省も。3人は夜勤もまだで  

きていない。  

（診E施設   

・（へ／レバー2級の受講が早すぎるとの意見に）早い段階で言葉やシステムを学べてよ  

かった面もある。   

・施設に重度者が多く、介護予防等の指導が難しかったのでデイケアに移ってもらった  

が、やや中途半端になってしまったかも。  

⑥F施設   

・4月に7人採用したが、そのうちの1人（4年制卒、社会福祉士）がヘルパー2級を  

取るために利用。同期と一緒にできず、遅れがでてしまった。また、無料で資格が取  

れるというので不公平感もあった。  
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（2）問題点について  

●本人がかかわるなかで骨折事故が発生してしまう。事故報告についての話し合いをかか   

わったスタッフ4人と一緒に実施するが、ダメージが大きく家族の病気、事故等もあり、   

ストレス性傷害との診断を受け、7月20日より自宅療養中。今後のフォローが課題であ   

る。  

●日常勤務内では、カリキュラムに追いつけず、時間外での指導を増加する必要があると   

感じている。  

●カリキュラム予定に入って単独での援助に入ったが、まだ入浴・トランスファーでの援   

助に不安があるとのことで、指導スタッフだけではなく、他のスタッフからも指導を行   

い徐々にできるようになっている。  

●チームの一員としての自覚が芽生え、利用者や職員とも積極的にコミュニケーションが   

とれるようになってきたが、少し頑張りすぎて体調不良で休んでしまうことがあった。  

●初年度のため、提出したカリキュラムの項目が細かく実際に進めてみると、追われてい   

るようなことがある。  

●研修生おのおので得意不得意があり、弱い部分が置き去りにされてしまう。  

●訓練生・訓練指導者が代わると重複した指導や説明不足などの問題が生じてし患うため、   

できるだけ同じ指導員をつけるほうがよいとの意見が出た。  

●指導者が異なることで、介護行為の目的は同じであるが、手順等の指導に差があること   

で、訓練生が戸惑う場面が見られた。そのため、指導者間で各介護行為の目的を明確に   

説明し、個別性への理解を深めることのできるように改善点を話し合う機会を設けた。  

●カリキュラムの後半にいくにつれ、時間をもっととりたい課題が出てきて時間配分に苦   

労した。  

●仕事に対し、「慣れ」が出てきており、利用者の言葉遣いなど尊厳を守ることがおろそか   

になっている。  

●5日間連続勤務で、土・日が休みといった勤務体制で体調を崩し休むことがあったが、   

振り替えの通があるため、その日のプログラムをそこに振替対応できた。  

●事業所の配置部署が適所リハビリへ変更となり、指導者の変更等もあり、訓練スケジュ   

ールの中で継続性がいったんとぎれてしまったため、訓練生への指導の修正を行う必要   

があった。指導者間の情報の伝達等に課題が残った（訓練生の評価をうまく口頭で伝え   

るのが難しかった）。  

●対象者の質的にも、カリキュラムどおりにはあまり進まなかった。業務をしながらの指   

導のため、勤務外での指導が必要となった。勤務内で指導を行えるシステムを独自で考   

えなくてはいけないと感じた。  

●今月は、実際に新入所の利用者の担当に、一緒についてもらい、ケアプランを立てても   

らった。家族とのやりとりのしかたがわからず、引っ込み思案になっているので、アド   

バイスをしながら、度胸をつけていってもらいたい。  

2．訓練実施施設からのヒアリング内容  

（1）好事例について  

●チームケア、他職種との連携の重要さを理解してもらうため、看護・PT・OTと通所  

リハビリ、レクリエーション（創作・音楽クラブなど）、ケアカンファレンス業務に参加   

し、パーソンセンタードケアが大切ということを実感することができたと思う。前月に   

引き続き、毎日のプログラムの考察を記入。それに対しての指導内容を記入することに   

より、日々成長できていると思われる。  

●レクリエーションのリーダーとまではいえないものの、他スタッフとレクリエーション   

の提供が行えるようになってきた。  

●各委員会（リスクマネジメント委員会・裾唐委員会・身体拘束香魚会）が行っている勉   

強会に参加させ基礎的な知識を身につけてもらった。本人もふだんの援助の中でそれら   

を取り入れた介助が少しずつできるようになっている。  

●通所配属のスタッフを1カ月限定で入所部門にて指導したことで技術が向上した。また、   

移乗が苦手であったため本人の様子をビデオ撮影し、指導したことで技術が向上した。  

●カンファレンスに参加することで他職種と連携し、個々のお年寄りをサポートしていく   

ことの重要性を感じてもらうことができた。NC（ナースコール）の対応が迅速であり、   

利用者を不安にさせないよう気を配ることができている。  

●ケアプランの理解・立案に向けての指導を何回か実施したことにより、十分ではないが、   

ケアを遂行するうえで、パーソンセンタードケアの理解、介護職の役割と他職種連携の   

重要性を理解できたと思われる。  

●反省会を実施し、職業人としての認識を再確認、自覚してもらうよう指導することによ   

って、専門職としての自覚ができたと思われる。再度、ケアプランの重要性を実施し、   

利用者の変化に対する洞察力がいかに重要か、また、モニタリングに対して、老健施設   

の特徴である他職種連携システムに対して理解できたと思われる。  

●自己評価、企業評価をしたことで、今後追指導すべきことの把握ができた。  

●業務案内が他職種となってしまったことで、カリキュラムから外れてしまった点がある   

が、介護職の指導を受けかつ他職種としてのかかわりをもつこととなったため、他職種   

の理解やチームでのかかわりという面では、訓練生にとってはとてもよい経験となり、   

今後のチームでのかかわりを進めていくなかで、大きな糧となったのではないかと考え   

る。  

●今月は、実践型養成システム以外のところではあるが、行事で夏祭りがあり、自由参加   

で職員による和太鼓演奏に参加してもらい、月二度の練習を通し、他職貞とも親交を深   

めることができたようだ。  

●4月から半年間訓練カリキュラムを実施し、専門職としての自覚、理解が出てきたと思   

われる。  
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（3）改善の方向性について  

●訓練中は記録を勤務時間内で行っていたが、慣れてきたので勤務外での記入に変更した。   

また、記録の内容も気づきが多く書けるように変更した。  

●カリキュラムでの予定に合わせて指導を行っているが、課題によっては時間配分の調整   

が必要なところもあるようだ。  

●上記の問題を解決するために来年度は同種の項目をまとめ、ある程度融通を利かせて研   

修を進められるようなカリキュラムを作成したい。  

●対象の理解を深めるために、1人担当ケースを受け持たせた、フェイスシートADL評   

価等の記入を行わせることで、業務に流されるのではなく、1人の対象を深めることが   

できるように支援した。  

●現状のプランに対してのモニタリングや評価、利用者の問題点やニーズを見つけ、プラ   

ンに反映させることは指導者とともにできる。－からケアプランを作成させることはカ   

ンファレンスにて施設ケアマネジャーが行うことが多いのでは？ そのため、第5段階   

の「ケアプランを作成する」という表現は変更したらよいと思う。  

●通所へ部署が変わったとき、入所と比べて本人を取り巻く環境が広くなったため、情報   

収集とアセスメント範囲との違いなどを理解させるのに、その段階で行うかを検討した。   

直接送迎時の本人はもちろんのこと、家族へのかかわりなどを通じて、本人を取り巻く   

環境の理解から始めることとした。  

●個人の能力の差により実施内容にもう少し幅があってもよいのではと思う。夜勤の独り   

立ちは経験の少ない職員には安全面、本人の負担を考慮し評価し実施していきたいと思   

った。  

●介護の仕事がしたくて入ってきた職員と違い、働きながら資格がもらえるという軽い気   

持ちで入ってくると、思いのほかきつい仕事なのかもしれない。そのことを、次年度に   

生かし、最初の時点で、心構えとこの仕事の楽しさ、やりがいを伝えていきたい。  

●当初5人いた実践型対象職員がいまは1人になってしまったが、精神的な疾患をもとか   

ら持っており、それに気づくのが遅れてしまった。もう少し早い段階で精神的フォロー   

ができればよかった。他の若い職員でも精神的疾患で施設にはないしょで病院に通って   

いる者もおり、現在の若者の精神的弱さを感じる。それに対するアンテナを敏感に張っ   

ていかねば、と考えている。  

●OJTの振り返り、フォローアップをよりやりやすくするために指導者が記入する指導   

ノートだけでなく、訓練生がその日学んだことや日課を記入する振り返りノートがあれ   

ばいいと思った（記入は時間がかかり大変そうだと思うが）。  

●検討する点として、すぐヘルパー2級の講座に出ていってしまう点、精神的に弱い実習   

生への対応などがあったようだ。うまくいった施設は、知識、技術の教育もさることな   

がら、心のケアに工夫をしているようだ。そうした支援が大事。  

●施設側の担当者がヘルパー2級課程を受講中の訓練生の様子を見学するなど、OFF・JTで  

●医師の診断書により午前勤務の許可が出たが、結果として数日しか勤務できず経過して   

いる。1週間から10日前後に1回、面接の実施・メール、電話等のフォローを実施して   

いる。精神疾患のある職員のフォローは、どのようにすればよいのか？ 職場内で専門   

職のカウンセリングの必要性は？  

●目の前の仕事をするのが精いっぱいであり、他スタッフの仕事のフォローや新しいこと   

への挑戦はいまの段階では難しい。  

●スポーツインストラクターおよび健康運動実践指導者等の業務が確立してしまい、指導   

内容が十分に行えていない部分が出た（しかし、他職種としてのかかわりが業務となっ   

たため、介護職との連携は、互いの業務を理解し合えるかたちでかかわることができた   

のではないかと考える）。  

●15歳から、実践型人材養成システムは実施できるが、介護福祉士として入職する職員は   

20歳以上であり、社会人としての意識の違いが見られる。今後20歳以上を対象にしてほ   

しい。  

●6カ月という期間が短いと感じた（訓練生によって違いはあると思うが…）。  

●助成金の企業規模の分類について、埼玉では施設ごとではなくて法人単位で判断され、   

大企業扱いになってしまった。前の助成金申請担当は施設単位と話していたのに、異動   

になって担当が代わると対応も変わってしまったことに憤りがある。  

15   14  



あっても2級課程を休まずに資格を取るためには、両者（施設・教育訓練機関双方）が   

連携して若い人をサポートする必要がある。  

●カリキュラムのレベルを落とすという話が出たが、レベルを落とすというのではなく3   

段階評価にしたらどうか。（①スタッフと一緒にできる、②単独でできることを増やす、   

③単独でできる）というように。個人差もあるので、その人のペースに合わせて目標を   

達成すればいいという考え。（参考として以下の表を掲載）  

☆新人駿魚の目樟  

第3章 実践聖人材養成システム介護老人保健施設介護職  

養成コースdJT実施の手引き（平成20年度）  

1．実践聖人材養成システム普及のための地域モデル事業実施の意義と概要   

ここ2～3iFの臥山・粒食華の旗冤がよくなったことで、介艶の現場から仙・般企華に人材が蘭灘↓ていく  

鋭敏が起こり、また、介護福祉士薫成佼も軒並み産戯割れを起こし靭摸するといった介護経れが、社会現   

範にまでなっています。   

舎監健の斜度でも欠員祁兜（斬腎輪常に限らず）の求職に対して，なんと約83％の総数で㌻応姉扱が集   

まらか、上「欠員補充には時間がかかるj と鳳管しています。   

つまり、これからは現均を支える人材の錐体は、聯資格脊を好発して採用するだけではなく、資格のな   
い人に狩揮を昭潤してもらい、人側として丙威していくという時代になったといえるでしょう曹  

Hl．地域モデル事業の意義暮I   

l）施設の新たな取り組みの必要性  
前述のとおり、介擢髄祉土をはじめ有薫轍者の確保が困難な状況になってきています。さらに、介  

護学校の免も減り、将門性を有した人材の椛伴が－・・・放と厳しくなっている塊状では、各施鮫において  

独自の取り射みが必型となってきていますノ．  

2）本モデル事業案施のメリット   

（1）害者の育成に積極的な施設であることのPRか可磯となります  

粟銭型人材像成システム実施施設として、膵生労働絡の認定を受けると、詳報広皆野に「認定一夫  
戯華人材蕊成システムj と衣ホすることができます。これにより菅暦の人材珂戚に横棒約な施設で  

あることの評価を得て、溢れた人材の確保、定蔚などの効果が斯持できます。   
（2）各種支捜制度（助成金等）を活用することにより、訓練にかかる負担を軽減でぎます  

本モデル準革命実施するとともに、爵協支援制度の華儀きを行い、登件を滞たした喝禽に，助成  

金等の支援制庇を活用することができます。   

（3）剃織笠にヘルパー2組の資格を取得させたうえで、0」Tを輿施することかできます  

不モデル鄭華では、OJ－lt（激怒内実習）を6ヵ月の岡にヰ90時臥Of？P・Jl、（雑学）を140時糊菜  

施します。OPP－JTを140時聞爽施することにより、灘t純生はヘルパー2級の資格を取得することが  

できます。したがって．OJTはヘルパー2奴取樽者を前提に実施することができます。   

く4）OJT調絆担当者のスキルアップにもつながります  

OJT訓練担当者がその屈指せ週じてその成増を白施し、日ごろ行っている菜務を再確認すること  
で担当哲白眉のスキルアップにもつながります。   

（5）介護サービスの賢か向上します  

OJl、実施のための訓練Jl三受け入れの準備をすることにより、施設の避常理念や日ごろ持っている  

介跳梁溺の鞘確認、紀奴等のチェックができます。また、各組搾の連携の兇証しなどについて訓詳  
針当省をiまじめ職員が行うことにより、塩供サービスの向た，ひいては利用瀦の済足腰を常めるこ  

とができますa  

萌1段階1ケ月間  第之段一瞥 之ケ月間  鴇3段階 3～6ケ月  注意半額  

スタッフと共に行う  単独動作を増やす  照独で行える   報告 連格 招請の梯底   
食草  蜘 下導 義攣1屯入  洪】鉄琴の興篭の】■推戴九  鍾等のれ驚の■稲武ゑ  踊率¢事咄血と遊鮒病名  

穫雄の方の1苛介助  鵠機での暮■介馳   食媚棚一馳   インシュリン琴の舵機  
▲醜のロ遽内の【l丑とケ丁  i縫のロ鍾，】め穐随とナア  義損のロ社内のヰ拷とケ7  ★しい暮】■▲｛り  

＊餅義総量汁ロミ 帖鼠の碓紘  肴紬凱四川欄   tJHl杜 ■■暮●の▲l＃   

入浴  繊度の腐■の方の濃■洗搬  ●■での人鶉中 ■＝什■  I■繊兼OJ翼能   贅賃の■れ靂鼠とは欝  
複攣の景教介助   撃令瑚♯ 尊鞍介鈍  糖分ilは 合縁iヽ妊の来駕  ■縦防止  

ガ重囲の樽畿緋鞍  1♯の琴綱寛発と裾昏  

鳩l．の遥拶  A桝＿め杷援と注進   

排泄  蝕醜の鶉の鎗■ オムツ介勤  鍬鋏での緋一札 才ムツ介助  三人介紡の塞挽   Jう十パンーす●■  

磯鳶用其の取り凱I  綾瀬淡き◆め奥基  8立文注甘る鯵漉介恥  ■ll巾ナ阜   

下欄譜の遥泣  紫蘇の思潮虞絶と観望  
●・  鞘銅の予構と練瞥  

：、   

整容  縫嵩に応じたよ及介勘   書換ヤの鷺苗介敵  
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2．介護保険制度と介護老人保健施設   

ここでiよ、介指経験別席の梢裟と汁推七人保健漣綬（以ト、老練施設1告埋溜と役割について取説しま  

一巨介護の仕事を指針する野、その前掲となる介漬保穣制度と老練施設について、しっかりと哩解したう  
えで指導していくことはとても康甥でで。  

l温1．介護保険制産室暮   

1）介護保険の目的  
介護保険は、介綾を瀕する≠鮭七な1ても、できるFlまり自宅で自1した日常′t二清を常めるトラに、   

具に必辞な介護サービスをi管青田1▲▲一体的に掛貪り‾ると一くみですけ  

分汚烏、切実なも山とLてだれにでも起こり得る問題てあり、自己責任の原則こ社会的連帯ん精神  

に基づき、40嵐以1二の全国民で公平に制度を支えています。  

法施そ15i柑には制度の争般的な検証と見直しが行われ 確本樗含てあぞ・南新者仁一 白ヤ．支線 ヒ   

牒解の保持」を基本としつつ、制度の持続可f創生な高か：いく制度改革が平成1打率4月から宰枯酌に  

実施きれていま「†、∩  

2）介護保険サービスの原則  
狛削締約∴加齢こ上る病気なとで要ノ「射た軌となi）、入浴■排泄・食事等のイ「乳槙能訓練、昏   

準・標注上の皆邦等の陸将が必要な人に対して保線洋帝什－ビ．コ・・福祉サーピ′－くを辟甘㌻る一日膵とL   

▼こ、一旦尺の共同連館の理念に基づき、平成】2年4月に創殺されましたり  

掛こ、介淳などが必畢な人の尊厳を保持し、能力に応じ自立した日常生活を営むこごがてきヱーよう  
支僅㌻ることを叙事埋念とします。  

介線保障サービスは、袋・針縄状鷹・姿支援状薙ク、ノ軽減・藩化の防止に楔立つように、また、l爽樺と   

√渦動こ十分配請して行われます．心射）状況や将撹等に応じ、本j、の主削則こ慕づいた適切な保阻芙   

針トヒス・鋸止サービスが、多様な群華者・雅紀から総合的かつ効率的に揆供きれるしくみで▼rl  

その内番と水準は、管介護横断二なった楊台裏J、でき・る限り白ノ号の住まいで、能力に応し自立した  

日常生活を嘗むことができるよう投在さゴtています、  

3）国民の努力と乗務  
国民は、みずから要ヤ那大域となることを予防するため、加齢に伴う心身の変化々自覚し、常に蛙   

駄押隠隠隠脹阜軋めまれ そして、蜜イ潤状態となった頒計⊂も、雅人■ごり，＼ビリテーショニ等仁髄   

切な保健扶腰サービスt削】ニサーヒスキ利朋することで，自う／がちってい利敵加瑚酎邪射二に熱くへて  

いきます。  

また、国民勘温グ）許腹を社史全体で解決いこい1く制度であることた－・〕、肘司連帯の理念に基づき、  

国民iま登用を公平に郎lける轟務を負・二・ていま、：し  

4）妄本理念と将来展望に蔓づく改革  
平成12年4日の創設以楽、復毛サーピブ、を咋心にサービス刊川うノ通運に拡大するなど＼イr確保晰ま  

各緩の安心を支えるしくみとして電磁してきましノL   

・方、利発¢ノ定着とともに総費用が急速に増大∴、これまての制度みままで（ま保険附）大嶋な上昇   

が見込まれるため、一別度の拝読nJ能性lが課腰となっ■ていょした．また、レ、こヒープーム世代ノが   

コリ15年5：は菌齢酢二、2025年に壬ま後期南岸盲期に到達し、菌齢化のヒークそ迎えること、紀和症や▼   

メ、暮らし蘭斬首ノ）増加革′見込まれるニケなと．新しt・課鳳＼の紺古：が求か：）れて・‘－ましたの   

そこで、法施行筏ミ咋をめどとした制機会根乙つ操鉦と見赦し・、法附則2和 では、20上5年の苗鮎比定？  

櫓を踏まえツ■．、高齢者√ノ尊厳を支えるケアノ帯確立を巨］拷ヒLて、次の3つ計慕本酌瀾は一から制度   

見直Lが行わわました♪   

′了「明るく活力レりある題詞郵社会」の情事   

£別殿（／）持続可脆性   

、‡二しは会保障の捻貪化   

5）介譜保険制度改革の全体儒  

（1）予防重視型システムヘの転換   

圭新予防給付の創設  
軽度宵（要支i妄・馨介消りを対象とした斯い・予防拙守を刺殺しました。マネジメント㍑市町石竹   

虔托主体とな！」、地峡匂指玄扱ヒニクーなとにおいて実施されます。  

麦た、新て・防給付のサービスとし－こ、i運動誰の機能向上栄夜政敵l口腔機能Cr刷上′がか）ます1   

号」地域支援事業の創設  
華薫幾、率介削ヒ鰍こなるおそれ官′1ある蒜軒者を対幣とした′≧膵的な介識γ！キ事業か介楼保険制  

度与：位置づけモ）れましたl梱「村方ニ実施主体となi′lます′｝  

■予防重視型システムヘの転凍（全体拙蓑  

笥  齢  童   

票重用・亜プ捨雀こ忍才二れる人  
（菜ハ1護路定ノ  

○掌ン＼詫署鮭臨ウヤの帯脊  

十 【・丁‥ニニニニい丁二、l  

ノ■†議予板の  
スクリーニンう／  

化成支援額芙  

警吏旗・空合露に  
なるおそれのある／＼   

地括   t  

＿援番東  紆郡モ結・′て   
1■㌻・諾予1三省拳箕）  ［ 葡 官     撼包支      整支護・蜜  し芸芸芸ニ」 ；ニミii■ぢl▼騨■nl血】    （介應予防ケアマネジメント）   、7    くク         （     す‡諸子叩サービス  適戸了梨ノ〔■諾予巧事藁     し汲芹り－ビスを買僧しノ，    叱  （運動詣の機扁邑向上、袈萄     詐しいサービス梁素を子房入）    声；  技塾、⊂消印緑郎桝・j⊥撃）     ブ票i戎宅薫坐す㌢護ラ草月サービス            孟ム幣聖／デ謙■予防着裟 （保健師宰による訪印…率1   折予防給付                                                                                         、－≠    つ■、講・1■溝上た撲   ナ1・淳絵勺  

琴：サービス  
戒智恵豊リービス  
宅イナ；琶烹j要  

録サービス  

嬰ま浅 草】三覧に  
なるおそれのある  

張更＿葦 饗イ諸状態  
にな羞こたの坊1’  
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（2）施設給付の見直し（平成17年10月実熊）   

む居住費用・食費の見直し  

介積保険と年金給付の盟視の是正、在宅と施設の利用者負担の公平性の観点から、介護保障3施設   

（シーJ－トスティ含む）の居1さに受用■食費が保険給付の対象ノ斗となざ）ましたこ適所革サービスの食好   

も聞様ですぐ   

①低所輯者等に対する措置  

虐使費用・食費については、それぞれの所得段階に転じて白担上限研が壱められました（補足的   

給付の水準ノ。  

保険料授階の「新2段階≠ 一年余収入がおおむね拡礎年金（年額約80乃丁円以下ノなど）については、   

満額介諾サービス廷の月額上限が2．5方円から15万円に引き‾Fげちれました。  

（3）新たなサービス体系の確立   

①地域電着型サービスの創設  

身近な地域で、地域の特性に応じた多様で柔軟なサービス提供が可能となるように ≡地域密廟型   

サービス」が創設されました．   

①地域包括支援センターの創設  

場合的な相談去口捜軌【介護予防マネジメニトjl包括的・盟締約マネジメントの支援機敵を   

もつ、地域での総合的なマネジメントを担う中核機開としてl’地域包括真横センターJが創設され   

ました。  

■介迂サービスの種鈷  

（4）サービスの賀の確保・向上  

①情報朋示の標準化  

すべての介揮サービス串選者に啓巣新情報の開示が薬筋づけられました。   

（わ事業者規制の見直し  

指定の更新制の導入、指定にあたっでの欠格婆件の見直しなどが行われました 

せケアマネジメントの見直し  

地旗色拾支授センターの鰯l掛こより、包括的・剋重続酌ケアマネジメントが強化されますへ  

ケアマネジャーの資格更新別の導入などでケアマネジャーの資質向上を匪＝lますンまた、・・一人当   

たりの梼準担当件数の引き下げにより、魂封卜中寺件の確保を図ります。   

6）介護保険制度のしくみ   

介洋館剛坤度は40威以仁の万が約める保険料と、観・都道府県・市町村からの公費（税劫を財源   

として、介齢泌芽となった方に介護サービスを提供し、利用者本人と家族を支援する制度てす。地   

域の特性に合わせ、市町村が保険者となって主体的に運営しています。  

都姫鱒鱒＝が指定’・監暫を行うサービス   市町村が諸蒐・訂嘗を行うサービス   

リ  介 護 絵  ◎居篭サービス  ◎沌域密議型サービス   ほ瀾サービス】      ：湧所サービス】  C夜間対応だ詰問介護   ；⊃訪朝介謙（ホームヘルプ  ぐ闇踊り摘蔓（デイサービスl  0認淵僑寮髄遜闇病症語   リ」ビス）        〇退所リハビリテーション  ‘こ〕・′i＼膿成多様鋸恕居宅ブi、謹   （■）栗方績メ裕ノl・遷  一つ狩知症ま手広聖典同生さ訂i・・芸皆   †⊃慧司凝琵        こ遠別Å摂サービスユ  くグループホーム）  け  0訪牒IJハビリテーション  ○題堵入所主題介護（ショートステイ）  0地域苛翁空軍完施袈入居沓生  禁  く〕尾篭療育領瑠指導     ぐノ芯祁入所療養介護  甘含報 r・；■■■◆－■」〟’、－ ノ▲雪ヽ   つ  〇特諾偏屈入居者生温介護  ⊂）福祉用異常与  、ノノ臼域瞥遥聖ノ】喜蒼老八隠池亀訟 入所着生活介護：  サ U ビ  

ス   
〔）介護者人諭ネ止稚寿錠  

こ〉介護壱人尿僚梅毒  
（二）・介護粛努聖医療凝蘭   ∈声施設サービス  

・学7 喋  ◎介護予防サービス  ∈州域密着聖介悪予防サービス   【訪問サービス】       こ酒折サービス】  C〉フ■卜維・学・棒繕即諾弔打豊鰯麿   ／「一汁譲■予≡う貫攣5閏介料■     こコケ億・溌机野炬‘儒／・アイけ－ヒ「＼  タ’i惹  絵 付 を 行                  ノヽノ 体－ムヘルパーノービス1（】）州封印棉阿りハビ・トナニシ宅ン  ・つ介頴予彷小説揆多横蒜旨磐綽宅   ○′‘J讃予熱訪乳来旨▲～譲  ，7「、謹   〇j†料如通商惑料‥ lソべ離鋸凍サー1’ごス】  （二）ヂ層予統語賞j】蓬≡対応聖属同便  う  ミ∴う介凍予軌び瑚lノハビリテー （ニケl儀予防矩諷1声音生淫．プー∴諸  涌イ、諾（クルー‘7ホームニ  サ  ション           （ショートステイ）  U ヒ  ぐ）フ†謙予鞋昆宅持軒別望指導 0フ1・讃予防短我人折短音ノ瀾  ¢介護・予防支援  ス  【⊃介軍予防軸足掩投入居着生活汁諜〔j介護予防亨姦軋顆罠膏与  

くつ特定介枝予防福祉用異販売  

坤■  

氷上ぉのlまか往宅改儲藍・介護二戸防備宅放線鷲  
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l逼2．介護老人保健施設毎竃   

1）介葦毛人保健施設の機能  
老鮮施設とは、医滞施設と福祉施設の中師机箸別′を担う施設－ごあり、l督イl、蔓草音に．りし、施投サーヒ   

ス計萬に董づいて、穏謹、医学れ皆礫のドにぉける介護．牧び鶴能訓練そわ他心野な医酢旺・ぴに【腐生   

凍上の世き占を行う」碓討であると竃奏されています÷  

そして、要存減耗紺野等の自ナ〔支授を僻めることに‘とり安堵復帰を雌）怪し、在宅生活かか綜でさる   

ように烏・宅ケア支援機能を充実させることが求められています．   

2）介護老人保健施設の基本理念と役割・機責巨  

用瀾揺人傑鍵施設芳人民、滝討放び敏簡並てニドに運営に関する基準」（平成11年厚生省令轟くl（二愕りぴ）   

準1牽で、老躍鹿討の茶事汀針としてJ′ソ．ドのように迂′くられていま㌻。  

3）入所利用の横討  

（1）利用対象者の範囲  

老健椎鉦り入所対毅者ほ、リ′・ヒリテーション、看護tナ「護を必要とする高齢者（∠1「）～G4應を含  

む）のうち、柄状安）ど粥にあiり、院治碍をする必要は万い芳、什繹保隆によろ乎r「譲認フ引こおいて  

r寮′「施米軌 と認定された方です√ なれ 短期入所輝党介護およ■び適所りい、ヒリサーションについ  

では、「粟立線状鮫j と認定きれたちも居宅サービス計曲に恭づいて利用が‖J寵ですく、  

（2）定期的な様相と蓋己線の整備  

入所者の心身の状況、病状、その置かれている環境なとに照らして、そのちが在宅て日常ノーた油を  

営むことができるかとうかについて定期的に娩出しなけれはなりませんこ また、検討にあた・二．てiよ、  

医師、葬制締、晋退イ「譲職員、りハビリ職眉、支持相談員、／「槽支援樽「1農などがそれぞれ坑牒  

r】■1性に基づい’r評価を行い、協議の靖果を総合的に判断して明恵します草なぶ、明確の磋過や魔欄  

のプ；1セスは、紀鋒して保存す芸・二とが教務－づけらJlています1   

4）介護老人保健施設における医療と他医綬機関受診  
老醒碓穀では、入所申トニ施殻で行う炉学的管理や一般的肝癌行為に要する徴用はすぺて、介護報酬   

のなカ、に一括して含まれていますぐ したがって、と′うしても施設内▼ごの対見◆が珂雉な拗含に限っての   

み、施設外での誕原発詣や往影が認めら才とますが，医療探険の諸求に関して；よ刷版が設けられてし戊   

う  
ただし、例外として、鹸科受診については保険診横報酬請求に閲すむ嗣眠はありません、  

また、史急11ミ￥施設将義教として生死を争う急変嘩の陛樺行為丈封してけ∴ F＝汚し〕Rを限度として   

認定か可能てあり、粧悪性蘭闇撒け相川に‾ついては、招集の場合に限って詞求か可能であるという、t   

ラに、台鍵施設内での監照行為やイ也科貿診；こついてけ、事項に」一つて保険請求の取り扱いが兇なるの   

て丑扁が必要で‾㌻．】   

5）介護老人保健施設の将来展望  
′・ナ嶺の電位沌設の方向性については．1沌殻がそノ）地峡にぉける貌合綾南都者支凄の中核的施穀とし   

て機証し、要介竣菌齢者を支えていくことができるよぅな地域づくりにもリーダーシップを発揮しで   

いくことか重要であるJなとといった昭窯への展望をしっカ・りと説明しますっ  

・介護老人保健施設iま、碓釘サービス計画に妻一っいて、頚汚、医ヤ的菅嘩の下にわ  

けるf「埠及び焼能訓練その他必夢な医蝉1址二了メに日常生活ヒの世話を行うことによ   

り、7・、相野かその打卜乙従力に応じ自立した日東‘主こ癌を営むことがてきるように  

するごとちiこ、その事¢ハ遥宅における竺仁清への復帰を射旨㌻ち¢ノでなければなら  

ない1  

イ「稚老人仰塵施設は、ノ、所者しっ藩思及び人格を啓蟄しノ、常に入所者の立場にたっ  

て介波線険サービスの握†l〔に努めなければならない 

・介護老人保鯉施設は、明るく茨題的な零朗煮を肯し 地桃や茶庭との歳び付きノを  

亜祝した渾嘗を行い、市町村、眉毛介縄文援事業者、居宅サービス璃架台∴ 相緯  

介消保険施設その他の保健医繚・什－ビスニくほ福祉サーヒスを持供㌻ろ名との密接  

な連携に努かなけれ‘くーならなト㌧   

したがって、施卍の官職・連帯にあたっては、これらりことを尊瀾しなが・1以卜ノ）5つ▲アブ機能と段割  

に即して、良貨なケ‾㌣サービスが搾供できるように箪りしなiJれほてごミ1圭せん1  

（1）包括的ケアサービス施設  
利用者の意思を野里し、望ましい在宅またl主軸il貸主活が過ごせ1：，上ウニチームて玄捜します“その   

ため、利用者にJ仁じた日揮と吏援計画を立て、／ビ、努な医碍、眉言琶や介薄、リ′、どり㌢－ション巷慨   

供しま1「▲  

（2）リハビリテーション施設   

体力や農本動作能’りの獲得、活動や釧U仁・狛†軽、東経持崩（1〉覇業などノ1潮隆能l軋上告目的に、壌   

q】的な維持閉り′｝ヽヒリテーションを行います。  

（3）在宅僚帰施設   

脳卒中、瀦用桔頗欄、路知括等による閥々の拭附酎こ′l芯じて．努職機シらなるチームケアを行い、   

早期の圧電復帰に努めますJ  

（4）在宅生活支援施設  
日立した在宅生活が祇続できるよう、介護予防に努め、入所ヤ適所・訪問リノ、ヒリイーショノな   

ごのサービスを柁供するとともに、他サービスと亀岡と連携し’r総合的i二三接し、牽族み介護負担の   

軽減に努めまデ。  

（5〉鳩塙に根ざした施設   

奴汲や地域住民と交流し情報旗供を行い、さまぎまなケアの相談に対応しますっ市町」相良液体や   

各棟事業者、礫健・医府・掛軋機関などと連携し、地域と一体となったナγむ横磯的に担います   

また、評価・情報公開を臓紹肘に行い、サービス↓‘叩‖ニゼこ努めます〔  
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5）まずは相手の気持ちを賢け入れる  
商敗者が自分の気持ち苧考えちLに固執したり、年をとったことを串掛こ思って本命と某膿なことを   

言ったり行動したりすることはよくあります。介護者はそのような高齢者の複雑な気持ちをまず受け   

入れることが大切です。相手の発言新ノつかり聞いてその思いや手張を等温し、真澄をつかむことで、   

より．といコミュニケーションが難けるということを理解してもらい愛す。   

6）お互いのプライバシーを尊重する  
利用者にもプライバシーがあります∩介澤者といえご卓▲立ち入るべきではありません。反対に介護   

者のプライバシーらきちんと守らなけれはなりません。萌しくなると、お互いについ個人的なことに   

措き込んでしか、㍍ちですが、利用者が話しても差しまえない話層とそうでない話題は、きらんと綿   
引きしてよくことが大切です。プライバシ…の大切さと守り万について考えてもらいましょう。  

I聾2．日常の心構え塗l   

l）「あいさつ」はコミュニケーションの睾本   
（1）あいさつの大切さ  

人と人とが知り合い、ぶ美高、を彗拍産し竃■うために最も大切なものが「吾勘 であり、その第・歩  

となるのが「あいさつ．【です▼つまり rあいさつパま、んと人とのコミュニケーションの基本だと  

いえます。きちんとしたあいさつがてきる人ほ、それだけで評価が上がる均含もありま㌻が、枚方I  
にあいさつを洞見にできない人は．仕事の能力きえ買われかねませんぐ  

利昭脊が心を開いて、気持ちよ・て捺するここができるよう、あいさつの大切さをレ）かりこ教え  

‾rおきまし．！う。   

（2）弄すは自分から、横相的に  
一一姫的に、先に rか・さつ≦ をした人のほうが、その後の会話正ノ手樽椎を握る桜台が多いようで  

すじ 自僧がないときや初めての人か相手みときなとは、相手のペースに該ぎ込まれ、あいさつのタ  

イミングを逃しでしまうことも少なくありません。あいづつをしそぴれで気まずい思いをしないよ  

う、uご7〉か・らか′－さつのタイミングに慣れておくこと、そして、どのような鳩でもまず自分から  

先にあいさつするよう心がけさ・せましょう。   

（3）明るく、八ツキリと  

！あいさつ」は、相手の存在を謎めているという澄愚衆示ですから、人この賓わりのなかて「あい  

さつを・しない」というのはl淵手の存在を無視している＿ ことにもつながる大安失礼な行為といえ  

ます＝。また、i自分ほうらんとあいさつをしているノ と思っていても、実際に相手にきちんと届いて  

いるか注意する必要があります．一 ポ、ノポソと何を苛っているかわからない声で柏手にきちんと王子吏）  

らないあいさつは、を当のあいさつと注いえまセんっ明るい軒ごハツキリと、相手にきちんと心が  

伝わるようなあいさつを常に心がけさせましょう．   

（4）相手の昌を見て  

あいさつの擾含だけでなく、諸をするときでも相手の日を見ながら話すことはとても大切なこと  
です．自分ては、誠意が相手に伝わっていると恩・コていても、なかなか相手には伝わりにくも・もの  

てすっ しかし、相手と視線せ合わセることで、隠′酌ま伝わりやすくなりまサし，必ず相手の日を絶て  

あt・さつをするよう確聞しましょう，   

2）「時間Jとー約束jは信頼のバロメーター   
（1）時間は絶対厳守  

時閥を守らないということは、憎手だけでなく自分が所属する会社（組織）にまで迷感をかiブる  

ことになります、、時間の軌・方の酋し座しが、人生そのものの酋し懸しにつながるといっても過暫  

で；ゴ．ありません。また、約束を守ることも時間とl札様、七ても大切なことです。  

3．訓練生の心構えについて   

斤濱や福祉閑際の比率はサービス発である、ということを埋解してもらう必要があります．サービス菜  

に師っっでいるという鳥熱が薄いと、利用者に対して「介護してあげているんだ」という気縛らになりが  

らで．開陳があまりよいものにはなりません．）咋′ケてあけているノ めではなく、「やらせていただくlと  

いうように粕手を噂壊する気持ちを遵奉とする必票がありますて．   

訓読生に相事を苛立するような気拝もを戦前させることで、軋肘者に対する捜し方も変わり、利用者に  

より倍額悠をもってもらえる介護を行うことができるようになるでしょう。   

老鍵施設め利用者は必ずしも菌鈴音こは限りませんが、ほと人ピの場合が高齢者であ走・ので、ここで【．1  

高鈴音に叶する猥本的な心構えなとを蛮櫛比」す二．  

1渡1．基本的な心構え糞暮   

1）言葉づかいや話し方に気をつける  
菌街着と尉沌するときは．ふだんよりぎ純づかいや潔し方に乳をつけなければなりません1馬齢脊  

は看い世代に比べて年長者に対する懲悪表現に敏感でデ．、また、身体的な条件が衰えていることも多  

く、指す・出くことに関しても囲外てはありません。＝ どどノようにすればコミ＿コニケーションの禅叫歩  

をうまく踏み出すことができるか、状況に合わせて各個入が員分で考えられるL∵う拒等していきまし  

ょうら  

2）高齢者に対する敬意を大切にする  
年をとると、着いころに比べて身掛的に嚢えるの現当然てす。年々守ることはマイナスのイメーう  

でとらえがちですが、実際に手よ、年をとってなぶ、着いころに培った自立心を保ち、生き生きと人■：た  

を歩人でいる人もいることに璧日し、高齢顔にタナチる敬意の大切さを理解してもらいましょう少  

3）高齢者のプライドを尊重する  
高齢者にほ、これまでの長いノ、生を自分のカで生きてきたというプライドがあります．着いころに  

は、何ても自分でできたし．さまぎまな輝かしい思い出もあることでしょうノ そのような建防がある  

ので、介護を必要とする現在の状況を、いちばんもどかしく魁っていむの甘紆終着自身なのですら介  

護者と高齢者の立場iよあくまでも対等な大人ごうし√J開僅でサ。商軒者のプライドを尊重し、どの1  
ケな心構えで滞齢音に接するかを考えてもらいましょう。  

4）介護される側の複雑な心理を理解する  
高齢者は看い人が思いもよらないようなことで．落ち込んだ至）不安になったりすることがあ‡lます。  

介護者の不用眉な常勤が高齢者の心に影響を与えてしまうこともあります．菌新着の複雑な心埋につ   
Ilて十分考えるように楷導しましょう。  

1  
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